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夏
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
少
し
ず
つ
秋
の

気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
双
葉
町
議
会
全
員
協
議
会
に

お
い
て
双
葉
町
内
で
も
比
較
的
線
量
の
低
い
、

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
を
中
心
と
し
た
周
辺
約
５
５
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
整
備
す
る
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
復
興
再
生
計
画
案
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
８
月
３
日
に
は
行
政
区
長
会
を
開

催
し
、
区
長
の
皆
さ
ま
か
ら
も
計
画
案
に
つ

い
て
ご
意
見
を
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
「
双
葉
町
を
無
く
さ
な
い

た
め
に
も
町
の
復
興
を
前
に
進
め
て
ほ
し

い
」、「
５
年
後
に
町
民
を
帰
還
さ
せ
る
の
に

は
不
安
が
あ
る
」、「
役
場
は
ど
う
す
る
の

か
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
避
難

指
示
解
除
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

進
捗
状
況
な
ど
を
見
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
聞
き
な
が
ら
議
会
と
の
協
議
を
経
て
、
慎

重
に
判
断
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
計
画
案
の
約
５
５
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

す
べ
て
で
は
な
く
復
興
の
第
一
段
階
と
し

て
、
国
費
に
よ
る
除
染
と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

を
一
体
的
に
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
と

も
こ
の
エ
リ
ア
を
段
階
的
に
広
げ
て
い
く
よ

う
国
に
求
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

計
画
案
に
つ
い
て
は
８
月
４
日
に
福
島
県

庁
で
開
催
さ
れ
た
新
生
ふ
く
し
ま
復
興
推
進

本
部
会
議
で
原
案
の
と
お
り
県
の
同
意
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
月
、計
画
を
国
へ
申
請
し
、

現
在
、国
の
認
定
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
計
画
が
認
定
さ
れ
れ
ば
「
双
葉
町
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画（
第
二
次
）」に
基
づ
き
、

魅
力
あ
る
住
環
境
と
確
固
た
る
産
業
基
盤
を

兼
ね
揃
え
た
町
の
再
興
を
図
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
計
画
の
実
現
の
た
め

に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
一
層
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

８
月
３
日
に
は
安
倍
内
閣
の
第
３
次
改
造

が
行
わ
れ
、
双
葉
町
の
復
興
に
関
係
が
深
い

環
境
大
臣
が
交
代
し
ま
し
た
。
吉
野
正
芳
復

興
大
臣
、
世
耕
弘
成
経
済
産
業
大
臣
は
引
き

続
き
任
務
に
就
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
復
興

が
停
滞
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
も
の
と
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

８
日
に
は
、
震
災
後
９
番
目
の
環
境
大
臣

と
な
っ
た
中
川
雅
治
環
境
大
臣
が
い
わ
き
事

務
所
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
中
川
大
臣
は
環

境
省
事
務
次
官
に
就
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
ご
期
待
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
「
双
葉

町
の
現
状
を
視
察
し
、状
況
を
よ
く
理
解
し
て
、

被
災
者
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
復
興

の
加
速
化
に
全
力
を
注
い
で
ほ
し
い
」
と
要
望

書
を
手
渡
し
、
強
く
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
、　

下
明
夫
教

育
長
を
団
長
と
し
て
、
震
災
後
二
回
目
と
な

る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海
外
研
修
を
行
っ

た
12
人
の
中
学
生
が
無
事
に
帰
国
い
た
し

ま
し
た
。
外
国
の
自
然
や
言
語
、
文
化
に
触

れ
、
一
回
り
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
必
ず
子
ど
も

た
ち
の
大
き
な
力
に
な
る
と
信
じ
て
や
み
ま

せ
ん
。

　

夏
か
ら
秋
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
り
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
時

期
な
の
で
、
健
康
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご

留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

中川環境大臣へ双葉町の復興に向けた
最重点要望を行いました

　８月８日、内閣改造により新たに就任された中川環境大臣がいわき事務所を訪れ、伊澤町長から
中川環境大臣へ要望書を手渡し、速やかかつ計画的な除染の実施と、中間貯蔵施設に関し地権者に
寄り添った丁寧な対応を行うなどを強く求めました。
　主な要望項目は以下のとおりです

１、町内の速やか、かつ計画的な除染の実施

２、中間貯蔵施設に係る対応

　特定復興再生拠点区域復興再生計画の認定
後に、同区域の除染が速やかかつ計画的に行
われることが必要不可欠であることから、国
において中長期的な除染計画を作成し、絶え
間なく除染を実施すること。

　中間貯蔵施設の整備に当たっては、地権者
の理解を得ることが何よりも重要であること
から、地権者に寄り添った丁寧な対応を行う
こと。
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　町民の皆さまには、東日本大震災並びに福島第一原子力発電所の事故から６年５カ月が経過した今も、
将来への様々な不安を抱えながら、避難生活を送られていることと存じます。
　このような中、双葉町は、町の復旧・復興と町民の皆さまの生活再建などの課題に全力を挙げて取り組
んでいるところであります。
　今回、町政全般について、町民の皆さまの率直なご意見やご要望等をお伺いしたく、下記のとおり町政
懇談会を開催いたしますので、ご出席くださいますようお願いいたします。

【問い合わせ先】　秘書広報課　０２４６－８４－５２０２

月　日 時　間 場　　　　　所

10 月 12 日（木） 10:00 ～ 12:00 いわき市
いわき市中央公民館　２階中会議室１・２
いわき市平字堂根町１－４
☎０２４６－２２－５４３１

10 月 13 日（金）

10:00 ～ 12:00 南相馬市
南相馬市民情報交流センター　大会議室
南相馬市原町区旭町二丁目７番地の１
☎０２４４－２３－７７９６

15:00 ～ 17:00 宮城県
仙台市

青葉区中央市民センター　第２会議室
宮城県仙台市青葉区一番町２丁目１番４号
☎０２２－２２３－２５１６

10 月 14 日（土） 10:00 ～ 12:00 福島市
福島県青少年会館　第５研修室
福島市黒岩字田部屋５３－５
☎０２４－５４６－８３１１

10 月 19 日（木）

10:00 ～ 12:00 白河市
白河市産業プラザ人材育成センター　１階研修室
白河市中田１４０番地
☎０２４８－２１－７３６１

14:00 ～ 16:00 郡山市
福島県農業総合センター　多目的ホール
郡山市日和田町高倉字下中道１１６番地
☎０２４－９５８－１７００

10 月 20 日（金） 10:00 ～ 12:00 会津若松市
会津大学
会津若松市一箕町鶴賀字上居合９０
☎０２４２－３７－２５００

10 月 27 日（金）

10:00 ～ 12:00 茨城県
つくば市

つくば国際会議場　４階小会議室４０５
茨城県つくば市竹園２－２０－３
☎０２９－８６１－０００１
※満車の場合は近隣駐車場をご利用ください。

15:00 ～ 17:00 埼玉県
加須市

キャッスルきさい　視聴覚室１・２
埼玉県加須市根小屋６３３－１０
☎０４８０－７３－３１０１

10 月 28 日（土） 10:00 ～ 12:00 東京都

全国町村会館　２階第３会議室
東京都千代田区永田町１丁目１１－３５
☎０３－３５８１－０４７１
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

11 月　3日（金） 13:00 ～ 15:00 いわき市
双葉町いわき事務所　大会議室
いわき市東田町２丁目１９－４
☎０２４６－８４－５２０２

11 月　4日（土） 10:00 ～ 12:00 新潟県
柏崎市

柏崎市文化会館　アルフォーレ　大会議室
新潟県柏崎市日石町４番３２号
☎０２５７－２１－００１０

平成２９年度　町政懇談会開催のお知らせ
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■ 日程（時間はいずれも９：３０～１６：１５　お一人当たり４５分程度）

　「生活サポート補助金（中間貯蔵施設整備等影響緩和補助金）」の申請受付会を次の日程で開催
します。「申請書の書き方がよく分からない」、「こんな場合はどうしたら良いのか」などお困り
の方はぜひご来場ください。
　電話による事前の予約が必要ですので、下記「生活サポート補助金」コールセンターまでお
電話ください。
　なお、各会場の都合上、参加いただける人数に限りがございますのでご了承ください。

月　日 地　域 会　場

10月　2日（月） 郡山市 郡山市立安積公民館（ 第２会議室 ）
郡山市安積町荒井字南赤坂２６５ ☎ 024－945－6466

10月　3日（火） 白河市 白河市立図書館「りぶらん」（ 小会議室３）
白河市道場小路９６－５ ☎ 0248－23－3250

10月10日（火） 福島市 コラッセふくしま（３０１）
福島市三河南町１番２０号 ☎ 024－525－4089

10月11日（水） 仙台市 中小企業活性化センター（ 主催者・来賓控室 ）
仙台市青葉区中央１－３－１ AER（アエル）５階 ☎ 022－724－1200

10月18日（水） 東京都
足立区

東京芸能センター（ 会議室３）
東京都足立区千住１－４－１ ☎ 03－5354－4388

10月19日（木） 横浜市 横浜市技能文化会館（８０１研修室 ）
神奈川県横浜市中区万代町２丁目４番地７ ☎ 045－681－6551

10月24日（火）ひたちなか市 ひたちなか商工会議所（３０４号室 ）
茨城県ひたちなか市勝田中央１４番地８ ☎ 029－273－1371

10月25日（水） つくば市 市民ホールやたべ（ 研修室 ）
茨城県つくば市谷田部４７１１番地 ☎ 029－837－1131

10月31日（火） 南相馬市 南相馬市民情報交流センター（ 小会議室 ）
福島県南相馬市原町区旭町二丁目７番地の１ ☎ 0244－23－7796

11月　7日（火） 広野町 広野町公民館（ 研修室② ）
福島県双葉郡広野町中央台一丁目１番地 ☎ 0240－27－1234

11月25日（土） 郡山市 福島県農業総合センター（ 大会議室 ）
福島県郡山市日和田町高倉字下中道１１６番地 ☎ 024－958－1706

11月26日（日） 福島市 パルセいいざか（ 第１会議室① ）
福島県福島市飯坂町字筑前２７番地の１ ☎ 024－542－2121

「生活サポート補助金」申請受付会を開催します「生活サポート補助金」申請受付会を開催します

双葉町「生活サポート補助金」コールセンター
■ 申込先

０１２０－２８０－７０７フリーダイヤル

　具体的な書き方、個別事情に合わせた申請の
仕方などを説明しながら申請のサポートをいた
します。

■ 内容　申請受付（個別対応）

「生活サポート補助金」申請受付会を開催します
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　停止期間※

　出力が停止される帳票
住民票、印鑑証明書、戸籍謄本（抄本）、戸籍の附票、所得・課税証明書

平成２９年９月１２日（火）　６時３０分から２３時００分まで（終日）
平成２９年９月１３日（水）　６時３０分から２３時００分まで（終日）

【問い合わせ先】　戸籍税務課　戸籍係　☎０２４６－８４－５２０４

　コンビニエンスストア等におけるマイナンバーカードを利用した住民票などの各種証明書の自動交付サー
ビスについて、システムの改修作業のため、証明書の発行が、次の期間停止されますのでご注意ください。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

※コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付サービスの利用可能時間は６時３０分から２３時００分までです。

コンビニエンスストア等における住民票などの
各種証明書の自動交付サービスの一時停止について

　このたび、借上げ住宅の不適正利用者に対して福島県より損害賠償請求が行われる事案が発生いたしました。
　現在、双葉町から避難された皆さまが入居されている、借上げ住宅を含む応急仮設住宅等につきましても、
福島県及び関係市町村において入居状況確認が行われております。
　今後も生活実態がないなど不適正利用と思われる場合は、現地調査や、今回同様の損害賠償請求などが行わ
れる場合があります。
　すでに恒久的な住宅を確保していながらも、借上げ住宅や応急仮設住宅を重複して利用している場合には、
すみやかに退去手続きをお願いいたします。
　また、申請者（契約者）以外への転貸など不適正利用が発覚した場合には、利用期間をさかのぼり、損害賠
償請求や告訴されるなどの法的手続きが行われる場合がありますので、法律の趣旨についてご理解いただき、
適正な利用をお願いいたします。

※ 借上げ住宅や応急仮設住宅などは、災害救助法に基づいて一時的に居住の安定を図ることを目的としており、
　自宅再建や復興公営住宅など、恒久的な住宅を確保した場合にはすみやかに返還しなくてはなりません。

借上げ住宅・応急仮設住宅にお住いの皆さまへ借上げ住宅・応急仮設住宅にお住いの皆さまへ

【問い合わせ先】　生活支援課　☎０２４６－８４－５２００

借上げ住宅・応急仮設住宅にお住いの皆さまへ

　双葉町相馬流れ山踊り保存会（会長  中村富美子さん）では、宝くじの助成金（コミュニティ助成事業）
を活用して、衣装の新規購入等を行いました。今後、各種イベントで活用される予定です。

宝くじの社会福祉貢献広報事業のお知らせ宝くじの社会福祉貢献広報事業のお知らせ宝くじの社会福祉貢献広報事業のお知らせ宝くじの社会福祉貢献広報事業のお知らせ宝くじの社会福祉貢献広報事業のお知らせ

▲

  

７
月
に
行
わ
れ
た
「
集
ま
れ
！

　

 

ふ
た
ば
っ
子　 

２
０
１
７
」 

で

　

 

衣
装
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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体 験 活 動

ま ち づ く り 懇 談 会

　

７
月
16
日
、
17
日
、
栃
木
県
那
須
町

に
お
い
て
「
集
ま
れ
！ 

ふ
た
ば
っ
子

２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
将

来
の
双
葉
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
の
方
々
に
再
会
の
機
会
を
つ
く

り
、
双
葉
町
の
子
ど
も
と
し
て
の
意
識

や
自
覚
を
持
た
せ
、
絆
の
維
持
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
こ

の
行
事
に
は
、
各
避
難
先
か
ら
小
学
生

34
人
、
中
学
生
19
人
、
高
校
生
12
人
、

未
就
学
児
６
人
、
保
護
者
41
人
、
合
計

１
１
２
人
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
お

互
い
を
見
つ
け
る
と
た
ち
ま
ち
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
は
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

体
験
活
動
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
、
家
族
や
友
達
同
士
の
夕
食
、
花
火

鑑
賞
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
、
生

き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
姿
が
た
く
さ

ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

希望した高校生と保護者が
「双葉町での思い出の場所は？」
「双葉町に何があれば行きたい？」
というテーマでグループに分かれて
懇談会を行いました。

　絵付け・キャンドル作り・切文字ホルダー
の中から好きな活動を選び、それぞれ集中
して作り上げました。お気に入りのものが
出来上がり、おみやげとして大事に持ち帰
りました。

久
々
の
再
会

２０１７２０１７ inin 那須那須２０１７２０１７ inin 那須那須２０１７ in 那須
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オリエンテーリング夕　食友だちとのふれあい

　家族や友だちと一緒においしい夕食
を楽しみ、今通っている学校の話や
お互い興味があることなどの話を
しながら、楽しく夕食の時間を過ご
しました。
　その後、湖畔のウッドデッキに移
動し、特別観覧席で花火鑑賞を行い
ました。

相
馬
流
れ
山
踊
り
の
鑑
賞

（
Ｐ
５
掲
載
）

▲
　小学生から高校生までが縦割り班
に分かれ、上級生は下級生のことを
気にかけながらパーク内に用意された
ミッションをクリアしていきました。
　しりとりやものまねなどユニーク
なミッションをクリアする毎に得点
が加算され、高得点を獲得した班に
は閉会式で　下教育長から賞品が贈
られました。

集まれ集まれ！ふたばっ子ふたばっ子

　

２
日
目
は
、
初
め
に
閉
会
式
が
行
わ
れ
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
表
彰
や
町
の
伝
統

芸
能
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
相
馬
流

れ
山
踊
り
の
鑑
賞
、
２
日
間
を
通
し
て
の
感

想
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

双
葉
町
相
馬
流
れ
山
踊
り
保
存
会
に
よ
る

踊
り
の
披
露
で
は
、
初
め
て
見
る
子
ど
も
た

ち
も
多
く
、
伝
統
あ
る
相
馬
流
れ
山
の
曲
に

合
わ
せ
た
踊
り
に
真
剣
に
見
入
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　

感
想
発
表
で
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
い

つ
も
と
違
っ
た
場
所
で
楽
し
か
っ
た
」「
久

し
ぶ
り
に
会
え
た
先
輩
や
友
だ
ち
が
い
て
良

か
っ
た
」。
大
人
の
参
加
者
か
ら
は
「
自
ら

体
験
す
る
活
動
が
あ
り
有
意
義
な
ふ
た
ば
っ

子
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

閉
会
式
後
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
み

ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
那
須
ハ
イ
ラ
ン

ド
パ
ー
ク
へ
移
動
し
、
最
後
の
活
動
を
思
い

切
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

送
迎
バ
ス
が
出
発
す
る
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
写

真
撮
影
を
し
た
り
話
し
込
ん
だ
り
と
思
い
出

に
残
る
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

集まれ集まれ！ふたばっ子ふたばっ子集まれ！ふたばっ子
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　今年は、会場を「那須りんどう湖レイクビュー」に移し、親子の触れ合いはもちろん、ふたばっ子の絆を深める
ためいくつかのイベントを企画しました。心配された天気も持ちなおし、素晴らしい花火大会も鑑賞できました。
「わくわく体験館」での絵付け、切文字ホルダー、キャンドルの製作を行い記念に残る作品もできました。縦割り
で行った、オリエンテーリングも異年齢のグループ編制なので、やや心配はありましたが、さすが、ふたばっ子。
高校生がリーダーとなって、小中学生を上手にまとめ笑顔でゴールすることができました。二日目は、「りんどう
湖ロイヤルホテル」にて閉会行事を行い、「相馬流れ山踊り」を保存会の皆さまに演舞いただき、ふるさとに思いを
馳せることができました。その後、希望者参加により「那須ハイランドパーク」で楽しい時間を過ごす事ができま
した。とにかく、まずはけがや病気等が一人も出ず、無事に予定した日程を終了することができたことと、皆さま
の明るい笑顔と「ありがとう」「お世話になりました」というお言葉をいただき、スタッフ一同達成感を味わうこ
とができました。大震災から７年目を迎え、今回の反省を生かしながら今後も「ふたばっ子」及び双葉町民の皆さ
まが、楽しく交流が出来る場を設定していきたいと考えますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　８月４日（金）いわき事務所において「出発式」が行われ、伊澤史朗町長、佐々木清一町議会議長よりご挨拶を
いただきました。団員代表宣誓を渡部未空さんが「双葉町そして多くの方々への感謝の気持ちを忘れず、みんなで
協力して有意義な海外研修にします」と立派に発表できました。この研修の大きな目的の一つである二日間のホー
ムステイ。男女それぞれに分かれ、牛や子羊、そして犬とたくさん触れ合って楽しい時間を過ごしたようです。海に
も連れて行ってもらい遊びました。二日後、私たちと合流する際、ホストファミリーに囲まれた団員に私が「おは
よう！」と声を掛けると、団員から「Good morning !」と返され大笑い！生徒たちの順応性の高さに驚かされました。
　次に、学校訪問も行いニュージーランドのマオリ族伝統の踊り「HAKA」は男子生徒が、「ポイダンス」は女子
生徒が道具作りから現地生徒と一緒に活動し、みんなの前で披露しました。ラグビーやネットボールも体験。最後
はお互い挨拶を交わし昼食を一緒に食べました。この学校では中国人の団体や愛知県の中学生団体とも一緒でした。
現地生徒は大変積極的で、私たちに英語でどんどん話しかけてきます。生徒の皆さんも一生懸命コミュニケーショ
ンをとろうと努力していました。その後は、自然の美しさや博物館も鑑賞することができました。社会科学習とし
て、朝市を体験したり、大型スーパーマーケットでの買い物体験をしたりと現地の生活に触れ合うことで、食事情
や生活文化を体験できました。また、初めての出国・入国の手続きの厳しさと自分の意見をしっかり話すことの大
切さを体験し、生きる力を育むことが出来ました。

～ 教育長メッセージ ～

集まれ！ふたばっ子　２０１７集まれ！ふたばっ子　２０１７

平成２９年度双葉町中学生海外派遣事業平成２９年度双葉町中学生海外派遣事業

双葉町教育長

集まれ！ふたばっ子　２０１７

平成２９年度双葉町中学生海外派遣事業

園内散策 オリエンテーリング

ポイダンス道具作りホビット村を観光
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本年度出場者（敬称略）

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

相
馬
野
馬
追

　

一
千
有
余
年
の
歴
史
を
誇
る
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
「
相
馬
野
馬
追
」
が
、
７
月

29
日
か
ら
31
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

南
相
馬
市
雲
雀
ヶ
原
祭
場
地
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

29
日
の
出
陣
で
は
、
小
高
郷
65
騎
、
標
葉

郷
47
騎
の
騎
馬
隊
が
相
馬
小
高
神
社
か
ら
出

陣
。
震
災
後
初
め
て
、
南
相
馬
市
小
高
区
で

の
騎
馬
武
者
行
列
が
復
活
し
、
沿
道
の
地
域

住
民
か
ら
歓
声
が
上
が
る
中
、
祭
場
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

30
日
の
本
祭
り
は
、
早
朝
か
ら
雨
が
降

り
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
て
回
復
し
、
出
場
騎
馬
数
４
４

０
騎
、
観
客
数
は
祭
場
地
、
沿
道
合
わ
せ
て

約
10
万
人
に
も
上
り
ま
し
た
。

　

相
双
地
区
の
五
郷
騎
馬
会
（
宇
多
・
北
・
中

ノ
・
小
高
・
標
葉
）
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
鎧
兜
で
身

を
固
め
た
騎
馬
武
者
が
出
陣
。
雲
雀
ヶ
原
祭
場

地
を
目
指
し
て
威
風
堂
々
の
「
武
者
行
列
」、
勇

壮
果
敢
な
「
甲
冑
競
馬
」、
打
ち
上
げ
ら
れ
た

ご
神
旗
を
約
２
５
０
騎
の
騎
馬
武
者
が
激
し
く

奪
い
合
う
「
神
旗
争
奪
戦
」
な
ど
、
戦
国
絵
巻

の
再
現
に
大
勢
の
観
客
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

出
陣
さ
れ
た
皆
さ
ま
は
、
伝
統
あ
る
相
馬

野
馬
追
祭
を
こ
れ
ま
で
守
り
続
け
て
き
た
誇

り
を
後
世
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を
誓
う
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
の
復
興
を
願
い
な
が
ら
３
日

間
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

副執行委員長代理　　下　明夫

勘定奉行　山本　秀次

軍者　中川　健治

中頭　中川　巧一

功労者　谷津田　光治

組頭　中川　準

9 広報ふたば 平成２９年９月



双葉町中学生海外派遣事業

　

８
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
８
日
間
、

双
葉
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
に
よ
り
12

人
の
中
学
生
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
、
参
加
す
る
中
学
生
が
い
わ

き
事
務
所
で
出
発
式
に
挑
み
、
代
表
の
渡

部
未
空
さ
ん
が
「
様
々
な
人
と
交
流
し
、
積

極
的
に
関
わ
り
、
語
学
力
の
向
上
に
努
め

た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
バ
ス
で
成
田
空
港
へ
向
か
い
、
現
地

集
合
の
生
徒
と
合
流
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
行
き
の
飛
行
機
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

　

約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
、
現
地

時
間
７
時
40
分
に
無
事
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

国
際
空
港
に
到
着
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内

を
散
策
し
た
後
、
２
日
目
午
後
か
ら
早
速

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
イ
で
お
世
話
に
な
る
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
宅
へ
向
か
い
ま
し
た
。
３
日
目
は

丸
一
日
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
生
活
。
生

徒
は
言
葉
が
通
じ
な
い
と
い
う
初
め
て

の
経
験
を
し
、
ひ
と
回
り
大
き
く
成
長
し

た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
、
現
地
の
学
校
を
訪
問
。
マ

オ
リ
族
の
歌
や
踊
り
の
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
な
ど
を
行
い
、
文
化
の
違
い
を
感
じ

る
と
同
時
に
新
た
な
発
見
や
刺
激
を
受
け

た
様
子
で
し
た
。

　

５
日
目
か
ら
は
、
各
地
を
観
光
し
ま
し

た
。
牧
場
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
然
を
満
喫
し
た
り
、
羊

の
毛
刈
り
シ
ョ
ー
で
は
日
本
で
は
見
ら
れ

な
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
堪
能
し
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
世
界
で
最

も
活
発
な
地
熱
地
帯
の
間
欠
泉
を
見
て
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
現
象
を
体
験
し
た

り
、
現
地
の
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
た

り
と
、
日
本
で
は
で
き
な
い
経
験
を
た
く

さ
ん
し
、
驚
き
や
感
動
を
体
で
感
じ
て
き

ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
帰
国
す
る
こ
と
へ
の
安
堵

感
が
見
ら
れ
る
中
、
成
田
空
港
行
き
の
便

で
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
派
遣
期
間
中
、

体
調
を
崩
す
生
徒
も
な
く
、
全
員
が
無
事

に
到
着
し
各
避
難
先
へ
帰
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
が
生
徒
た
ち
の
今
後
の
生
活

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

１２人の中学生がニュージーランドへ１２人の中学生がニュージーランドへ！

ホストファミリー宅での
ファームステイ

これから出発 ! !

学校訪問

オークランド市内の公園

オークランド動物園にて

楽しい食事の時間

▲ 

観
光
先
で
の

笑
顔

１２人の中学生がニュージーランドへ１２人の中学生がニュージーランドへ！１２人の中学生がニュージーランドへ！
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県民スポーツ相双地域大会

第１１回　市町村対抗福島県軟式野球大会

優勝 第３位
　８月６日、相馬市、新地町を会場に第７０回福島県総
合体育大会県民スポーツ相双地域大会が開催され、双葉
町からは、９人制バレーボールと壮年ソフトボールの２
競技に出場しました。
　９人制バレーボールは、新地小学校体育館で行われ、
１試合目は富岡町と戦い、終始双葉町のペースで試合を
進め、セットカウント２－０で勝利し決勝進出を決めま
した。決勝は昨年と同じく相馬市と対戦。強いサーブや
アタックに苦しむ場面もありましたが、少ない練習時間
の中で身に付けた技術とチームワークで見事勝利し、優
勝しました。終了後、菊池直子監督は「試合に出られな
い仲間の分も頑張って２連覇しようと言っていたことが
実現できてうれしい。年上の世代と若い世代の力がひと
つになり勝つことができた」と喜びを表しました。

　壮年ソフトボールは、相馬市光陽ソフトボール場を会場
にトーナメント戦で行われ、１回戦は昨年優勝の浪江町と
対戦。毎回ヒットをくり出すものの、なかなか得点には結
びつかず７－０で惜敗しました。３位決定戦では南相馬市
と対戦。打線が好調で３ランホームランが出たことや選手
の皆さんの確実な守りもあり、見事１１－４で勝利しました。
　出場した２競技で素晴らしい成績を残し、うれしい
ニュースとなりました。

開会式：９月　９日（土）１５：００
　　　　　あづま球場

－  選手名簿（敬称略）－

第３試合
双葉町  対  飯舘村

１．加藤　秀樹（監督兼選手）
２．伊澤　慶昭（主将）
３．里見　淳
４．平賀　健太
５．大友　裕太
６．小林　義弘
７．山本　正太
８．谷津田淳之
９．加村　晴也

10．高萩　文孝
11．石上　崇
12．加藤　裕樹
13．中川　雅斗
14．板井　克也
15．青田　隆志
16．伊　　雅明
17．大浦　裕太
18．石澤　拓也

19．中川　湧斗
20．門馬　雄介
21．栗田　健一
22．山田　琢磨
23．橋本斗輝也
24．井戸川直樹
25．佐藤　修

〇９人制バレーボール

〇壮年ソフトボール（Ｂブロック）

優勝…双葉町、準優勝…相馬市、第３位…南相馬市

優勝…相馬市、準優勝…浪江町、第３位…双葉町

　市町村体育協会相双地域連合会よりスポーツ功労表彰が行われ、双葉町では１０人の方々が受賞しました。受賞され
た方々は、双葉郡スポーツ交流大会で、スポーツ功労賞を受賞した方々です。（広報ふたば８月号Ｐ５掲載）

選手の皆さん、暑い中での熱戦、大変お疲れさまでした。

皆さんの応援よろしく
お願いします！

壮年ソフトボール９人制バレーボール

○日　　時…
○場　　所…

○参加人数…
○参  加  費…

○申し込み締め切り…１０月１３日（金）まで
○参加資格…

○競技方法…

１０月２９日（日）小雨決行
いわき市サラブレットカントリークラブ
いわき市渡辺町上釜戸字上ノ代２４５
☎０２４６－５６－０１２３
４０人～５０人程度
１３,０００円（プレー代、参加費、昼食代）
※当日、ゴルフ場へお支払いください。

双葉町民または現在町事業所に勤務
している方、及び平成２３年３月１１
日当日に町事業所に勤務していた方
①１８ホールストロークプレー
② スルーザグリーン６インチプ
レース
③ダブルペリア　１２ホール

※組み合わせ希望も受け付けます。
※ 組み合わせとスタート時間は、大会前に事務局より
郵送します。

【申し込み・問い合わせ先】
双葉ふれあいクラブ事務局 ☎　 ０２４６－３８－３３２５

ＦＡＸ ０２４８－２１－６１８８

双葉町民ゴルフ大会のお知らせ双葉ふれあいクラブから

会　場： 牡丹台球場（須賀川市）

試合日：９月１６日（土）１１：３０～
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賀
寿
の
祝
い

　

８
月
14
日
、
大
橋
イ
チ
ノ
さ
ん
（
細

谷
）が
め
で
た
く
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、

い
わ
き
市
内
の
介
護
付
き
有
料
老
人

ホ
ー
ム
幸
福
の
家
「
桜
の
里
」
に
お
い

て
、
ご
家
族
や
施
設
職
員
、
入
所
者
の

方
々
が
見
守
る
中
、
賀
寿
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

真
紅
の
帽
子
と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
に

身
を
包
ん
だ
イ
チ
ノ
さ
ん
は
、
緊
張
し

た
面
持
ち
で
皆
さ
ん
に
丁
寧
に
あ
い
さ

つ
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
初
め
に
長
寿
を
お
祝
い
し

て
福
島
県
知
事
か
ら
の
賀
寿
と
、
会
津

塗
り
の
木
杯
が
飯
沼
秀
敏
相
双
保
健
福

祉
事
務
所
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
伊
澤
史
朗
町
長
か
ら
賀
寿
と

敬
老
祝
い
金
が
、
玉
野
憲
一
双
葉
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
か
ら
賀
寿
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、髙
野
一
美
双
葉
町
遺
族
会
長
、

細
谷
行
政
区
役
員
の
田
中
信
一
さ
ん
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
澤
町
長
は
イ
チ
ノ
さ
ん
に
対
し

「
震
災
以
降
の
大
き
な
環
境
の
変
化
に

も
耐
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
心

身
と
も
に
ご
健
康
で
過
ご
さ
れ
ま
し
た

こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と
お
祝
い

の
言
葉
と
、
ご
子
息
の
大
橋
庸
一
さ
ん

が
多
年
に
わ
た
り
細
谷
行
政
区
長
と
し

て
住
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
の
橋
渡
し
役

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
へ
の

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、佐
々
木
清
一
町
議
会
議
長
、

イ
チ
ノ
さ
ん
の
孫
に
あ
た
る
篠
原
英
男

さ
ん
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
賀
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　

ひ
孫
の
大
橋
慧
太
く
ん
、
奏
介
く
ん

か
ら
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
、
イ
チ
ノ
さ

ん
は
う
れ
し
そ
う
に
笑
顔
で
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
施
設
職
員
と
入
所
者
の
皆

さ
ん
か
ら
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、

鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
「
ふ
る
さ
と
」
を

イ
チ
ノ
さ
ん
も
一
緒
に
合
唱
さ
れ
ま

し
た
。

　

イ
チ
ノ
さ
ん
は
皆
さ
ん
に
「
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
、
感
激
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
の
様
子
で
し
た
。

　

最
後
に
、
大
橋
庸
一
さ
ん
が
、
感
謝

の
言
葉
と
イ
チ
ノ
さ
ん
の
近
況
を
交
え

な
が
ら
、
イ
チ
ノ
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
で

あ
る
細
谷
地
区
の
こ
と
を
心
配
し
て
い

る
様
子
な
ど
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◇日　時：

渋川行政区の総会・交流会を下記のとおり開催しますので、ご参加ください。

１０月７日（土）～ ８日（日）１泊２日
受　付 … 午後２時 ～
総　会 … 午後４時 ～
交流会 … 午後６時 ～

◇会　費：生活サポート補助金の対象となります。

◇会　場：土湯温泉　山水荘
福島市土湯温泉町字油畑５５
☎０２４－５９５－２１４１

渋川行政区からのお知らせ

【問い合わせ先】
☎０８０－５５７３－９５６４☎０９０－６２５７－２３１８ 西尾　富雄朝川　洋一

参加お待ち
しています！！
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行
政
区
長
会
（
石
田
翼
会
長
）
で
は
、
７
月
24
日

〜
25
日
に
復
興
と
企
業
立
地
の
進
む
相
馬
市
内
及
び

建
設
最
盛
期
の
東
北
中
央
道
路
を
視
察
し
、
翌
日
は

㈱
民
報
印
刷
を
見
学
後
、
福
島
民
報
本
社
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

相
馬
市
は
甚
大
な
大
津
波
災
害
の
爪
痕
が
ま
だ
残

る
も
の
の
、
活
気
に
溢
れ
る
復
興
の
進
む
状
況
を
視

察
し
、
そ
の
目
覚
ま
し
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
大
規
模
防
災
備
蓄
倉
庫
は
全
自
動
シ

ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
、
万
全
な
備
え
に
力
強
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
築
さ
れ
た
災
害
公
営
住
宅
や
各
公
共
施

設
は
、
城
下
町
を
意
識
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
た
建
物
に
な
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
共
感
し
ま

し
た
。

　

企
業
立
地
の
進
む
相
馬
中
核
工
業
団
地
を
車
窓
よ

り
視
察
後
、
一
部
開
通
し
た
東
北
中
央
自
動
車
道
を

通
り
県
北
へ
向
か
い
ま
し
た
。
宿
泊
す
る
飯
坂
温
泉

の
旅
館
内
で
15
時
よ
り
約
１
時
間
「
東
京
電
力
い
わ

き
補
償
相
談
セ
ン
タ
ー
」
担
当
者
よ
り
区
長
会
で
共

有
し
て
い
る
賠
償
問
題
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
質

疑
応
答
の
中
で
先
方
が
案
件
を
持
ち
帰
り
、
後
日
報

告
す
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
㈱
民
報
印
刷
を
見
学
後
、
本
社
を
表
敬

訪
問
し
、
伊
澤
史
朗
双
葉
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
石

田
会
長
が
高
橋
雅
行
社
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
各
区

長
の
自
己
紹
介
の
後
、
高
橋
社
長
と
懇
談
し
、
社
長

か
ら
新
聞
を
通
し
て
大
い
に
復
興
の
取
り
組
み
に
貢

献
す
る
と
の
力
強
い
言
葉
が
あ
り
勇
気
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

席
上
、
区
長
会
か
ら
善
意
の
災
害
義
援
金
を
高
橋

社
長
に
寄
託
し
ま
し
た
。

　

民
報
社
を
後
に
し
て
福
島
市
内
の
「
古
関
裕
而
会

館
」
を
見
学
し
た
後
、「
四
季
の
里
」
で
昼
食
を
と

り
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
２
日
間
、
大
変
中
身
の
濃

い
有
意
義
な
夏
季
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

〜 

夏
季
研
修
会 

〜

行
政
区
長
会

　初秋の頃、皆さまお元気にお過ごしでしょうか。
　県内外での生活を余儀なくされ早６年が過ぎ、何かとご苦労の多いことと思いますが、将来を諦
めずにともに頑張っていきましょう。
　恒例の下羽鳥地区総会、交流会を下記の日程で開催しますので、皆さまご参加くださいますよう
ご案内申し上げます。

◇日　時：１０月２８日（土）～ ２９日（日）
総　会 … 午後３時３０分～
交流会 … 午後６時～

◇会　費：宿　泊
交流会のみ

１８,０００円
８,０００円

◇会　場：吹の湯（いわき湯本温泉）
いわき市常磐湯本町吹谷４８
☎０２４６－４２－２１５８

いわき湯本ＩＣから１０分、湯本駅からタクシー３分

下羽鳥地区からのお知らせ

【申し込み先】

☎０８０－５５６５－３３３８
榎内　藤吉（２９年度幹事）

◇申込締切：９月２５日（月）

13 広報ふたば 平成２９年９月



◇ 申 込 方 法
　事前申し込みになりますので下記の連絡先まで
ご連絡をお願いいたします。場　所 月　日 時　間

双葉町
いわき事務所 ９月　７日（木） 午後２時～

午後５時　

双葉町
郡山支所 ９月２１日（木） 午後２時～

午後５時　

◇ 開催場所及び開催日時

【申し込み・問い合わせ先】

午前８時３０分～午後５時１５分（平日）
建設課　復旧復興係　☎０２４６－８４－５２０９
受付時間

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

双葉町内中間貯蔵施設保管場の輸送の状況は下記のとおりです。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株
式会社）のＨＰで公表しております。

搬出市町村 搬入量（袋）※ 搬出市町村 搬入量（袋）※

浜通り

相馬市 ２５２

中通り

伊達市 ３，４８４
南相馬市 ５６９ 二本松市 ２１，０４５
新地町 ４８０ 福島市 ８７５
浪江町 ８，５２１ 本宮市 ４，８２９
双葉町 １２，１６０ 川俣町 １，２３０
飯舘村 １５，５０２ 桑折町 ５，６８５
葛尾村 ３０６ 計 ７４，９３８

◇輸送について（８月１８日現在）
環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵施設等整備事務所　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

双
葉
町
復
興
推
進
連
絡
協
議
会

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　８月４日、復興事業に関わる企業などでつくる双葉町復興推進連絡協議会が町内での防犯
パトロールを実施しました。
　パトロール前に、協議会会長の田中清一郎町商工会長が「町民は自宅が泥棒に入られないか
などの不安を抱えている。安心してもらうために協力して事件事故を無くしていく必要があ
る」とあいさつしました。
　復興が加速化するにあたり、今後、中間貯蔵施設及び復興関連工事に関わる人の町への出入
りが多くなってくることから、事業者が協力して防犯と事故防止に取り組むことを目的に行わ
れ、車両１０台で町内を巡回しました。
　今後も年に数回実施していく予定です。

※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積は１㎥と換算して表示する場合があります。ただし、１袋１㎥より小さいフレキシブル
コンテナ等もありますのでご留意ください。
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◆日　　時：

◆場　　所：
◆主な内容：

◆日　　時：

◆場　　所：
◆主な内容： ● 薄磯地区

　～視察・現地交流～
 ● 講演
　～双葉町の近未来について～

 ● ワンダーファーム、トマトランド
　いわき
　～見学及び食事～

 ● 明日を繋ぐ癒しの時間
 ● 懇談と楽しい食事
 ● 豪華景品付き大ビンゴゲーム
 ● 笑いの時間と健康等

 ● 草野心平記念文学館
　～いわきの文学を学ぶ～

１０月３１日（火）
９：３０～１５：００
薄磯地区・四倉町・小川町

１２月９日（土）
９：３０～１５：００
好間公民館

後日、別途ご案内をお送りします。多数の会員の皆さまの参加をお待ちしています！

【 いわき市再発見バスツアー 】 【 １２月例会  】

平
七
夕
ま
つ
り
へ
出
展

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会

　

い
わ
き
市
を
代
表
す
る
夏
祭
り
と
し

て
、
ま
た
、
平
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
平
七
夕
ま
つ
り
が

８
月
６
日
・
７
日
の
２
日
間
、
い
わ

き
駅
前
商
店
街
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
七
夕
飾
り
が
浜
風
に
揺

れ
る
中
、
大
勢
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
は
、
７

月
７
日
に
薄
磯
団
地
自
治
会
と
共
同
で

制
作
し
た
七
夕
飾
り
を
出
展
し
、
ピ
ン

ク
、赤
、水
色
の
飾
り
の
中
心
に
は
、「
復

興
へ
」
の
文
字
が
書
か
れ
た
双
葉
海
水

浴
場
と
薄
磯
海
水
浴
場
の
写
真
が
あ
し

ら
わ
れ
、
お
互
い
の
復
興
を
願
う
七
夕

飾
り
と
な
っ
て
お
り
、
平
和
通
り
に
掲

げ
ら
れ
た
飾
り
は
、
と
て
も
鮮
や
か
で

ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
り
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は

願
い
ご
と
が
書
か
れ
た
短
冊
が
飾
ら
れ

ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
や
町
職
員
、

ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
の
会
員
の
方
々
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
願
い
ご
と
が
七
夕
飾
り
の

す
ぐ
脇
に
飾
ら
れ
、
家
族
の
健
康
、
ふ

る
さ
と
双
葉
町
の
復
興
、
将
来
の
夢
な

ど
の
願
い
ご
と
が
多
く
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

５
年
連
続
の
出
展
と
な
り
、
平
和
通

り
商
店
会
の
方
々
と
も
す
っ
か
り
顔
な

じ
み
と
な
り
、
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い

た
り
、
和
や
か
に
会
話
を
し
て
い
る
姿

も
見
ら
れ
た
り
と
地
域
と
の
交
流
が
さ

ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
和

通
り
商
店
会
の
会
長
さ
ん
か
ら
今
後
も

続
け
て
出
展
し
て
欲
し
い
と
お
願
い
さ

れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
３
日
間
の
開
催
予
定

が
２
日
間
に
な
り
残
念
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会
と
薄
磯
自
治

会
の
皆
さ
ん
が
、
三
々
五
々
訪
れ
た

方
々
を
笑
顔
で
迎
え
入
れ
、
美
し
い
七

夕
飾
り
を
見
な
が
ら
会
話
を
弾
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
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　当センターでは福島県からの委託を受け、東日本大震災で被災された方々
への支援活動を行っています。
　その活動の一環として、今年度は３回、心の健康に関するテーマでお話し
させていただくこととなりました。

・いわき事務所　健康福祉課　☎０２４６－８４－５２０５
・ふくしま心のケアセンター　『ふくここライン』　☎０２４－９２５－８３２２

【相談をご希望の方】

それでももし、気持ちや考えが落ち着かないときは、以下の相談先もご利用ください。

　東日本大震災・原発事故から６年半が経過します。環境の変化や人間関係の変化など、生活の様々な
場面でストレスを感じてしまうこともあるのではないでしょうか。そんな生活が続いてしまうと、気持ち
が晴れずに元気が出ない、やる気が起きない日が何日か続いてしまう…そういうこともあると思います。
そういった気分の浮き沈みをここでは『ちょいうつ』と呼ぶことにします。

◆なんだか元気が出ない、やる気が起きない…そんなときありませんか？

　高齢者のうつ病と認知症はとてもよく似ているため、専門医でも区別が難しいと言われています。
その中でも見分ける際のポイントを３つご紹介しますので、参考にしてください。

症状の進み方 記憶力について 質問に対して

うつ病 短時間で急に進むことが
多い 低下している自覚がある 考え込みがち

認知症 ゆっくりと進むことが多い 低下していることに気づ
かないことがある

とりつくろったり、ごま
かしたりしがち

　テレビなどでも「うつ病」について取り上げられることが増えてきましたので、あなたもどこかで聞
いたことがあるかもしれませんが、ここでいう「ちょいうつ」と「うつ病」との違いは、『その状態が
どれくらいの日数続いているか』で判断します。一般に、２週間以上、気分の落ち込みなどが続いてい
る場合は「うつ病」の可能性がありますので、専門機関への相談をおすすめします。
　一方で、２週間まではいかないものの、なんとなくいつも「ちょいうつ」気分のときには、ご自身で
出来る対処法があります。それをこれからご紹介します。

◆「ちょいうつ」と「うつ病」との違い

◆うつ病と認知症との違い

・郡山支所　☎０２４－９７３－８０９０

①　体調管理と生活のリズムを整える … 睡眠、栄養、腸内環境の改善など
　気分の浮き沈みと体の健康は、実は密接に結びついています。そこで、まずは体調管理と生活の
リズムを整えることを心がけましょう。

②　運動、身体的な活動 … 歩く、ボランティア活動をするなど
　体調と同様に、体を動かす運動や活動と心の状態も、お互いに結びついています。ですので、散
歩などの歩くことを意識的に行いましょう。その際、特に自然の中を歩くのはオススメです。

◆「ちょいうつ」の対処法

③　気持ちに気づく、受け入れる … 

　不安や悲観的に考えてしまったりすることは、恥ずかしいことでも悪いことでもなく、自然な心
の働きです。そのため、隠したり押し殺したりせずに、心に出てきている自然な感情を受け入れま
しょう。

 不安やイライラといった気持ちが出てくるのは自然なこと
だと受け入れる
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　健康のために、何かしていることはありますか。

　平成２８年に、健康のために「毎日プラス１０分の運動」「毎日プラス１皿の野菜」「たばこの煙をなくす」、

この３つが、スマートライフ・プロジェクトという国民運動で提案されました。国民運動は、ひとりひと

りが取り組むものです。健康づくりは私たちの毎日の生活そのものです。

　さて、平均寿命に対して、健康寿命という言葉がありますが、聞いたことがありますか。健康寿命は、

“健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間”です。平均寿命から健康寿命を差し引

いた期間は、“日常生活に介護や支援を必要とする期間”ということになります。福島県の平均寿命と健

康寿命を表に示しました。健康寿命と平均寿命の差をなるべく少なくすることを目標にしたいです。

①にんじん（1 本）をうすめに切る。

② フライパンにサラダ油・ごま油（各小さじ１）を熱し、

にんじんを入れて強火で２分炒める。

③ しょうゆ・みりん（各小さじ２）を加えまぜる。一味

唐辛子（お好みの量）を加える。

④酢（大さじ１／２）を入れてまぜ、火からおろす。

①はきんぴらと同じ

② フライパンにサラダ油（大さじ１／２）を熱し、にん

じんを中火で焼く。うら返しながらこんがりと。

③ オイスターソース（大さじ１）、酒、しょうが（適量）

を加えてまぜる。

☆ にんじんは油で炒めると、栄養素（ベータカロテン）

の吸収率アップ！

健康コラム　～９月は健康増進月間です～

　平成２７年に行った調査※によると、１日の野菜
摂取量は２９０gとけっこう多く取れていることが
わかりました。でも、目標の１日３５０gにおよそ
１皿分（７０g）足りません。また、２０歳代の野菜
摂取量は、２４０g程度と最も少ない結果でした。
　外食やコンビニが多く、あまり料理をする習慣の
ない方は野菜不足になってしまいがちです。トマト
やきゅうりなら切るだけでも食べられます、意識し
て食べるようにしてください。

男性 女性
平均寿命 ７８.８ ８６.１

健康寿命 ７０.６ ７４.０

約８年 約１２年

「毎日プラス１皿の野菜」福島県の平均寿命と健康寿命
（平均寿命はＨ２２、健康寿命はＨ２５のデータ）

平均寿命から健康寿命を差引いた期間は
日常生活に介護や支援を必要とする期間

「きんぴら」（２皿分） アレンジレシピ「オイスターソース炒め」

※平成２７年度国民健康栄養調査

簡単にんじんレシピ紹介

　福島県の未来を創造する新産業（エネルギー、医療、ロボットなど）への就職を希望する大学生等の
奨学金返還を支援します。
　福島県で働くことをお考えの方はぜひご応募ください。

◆応募・問い合わせ先： 〒９６０－８６７０　県庁商工総務課　☎０２４－５２１－７２７０　

ホームページに掲載の申請書類に必要事項をご記入のうえ、下記の応募先まで郵送または
ご持参ください。

◆応募方法：

福島県で暮らし、働きたいあなたの奨学金返還を支援します福島県で暮らし、働きたいあなたの奨学金返還を支援します！

ホームページ：　福島県商工総務課 検索

◆対　　象：日本学生支援機構の第一種奨学金の貸与を受け、大学、大学院等に在籍し、平成３０年度
（平成３０年４月～平成３１年３月）に卒業、修了する方等。
※ 詳細は県商工総務課のホームページをご覧ください。

 ● 第１次…平成２９年１２月２６日（火）必着
 ● 第２次…平成３０年２月９日（金）必着

◆応募期限：

※ 第１次募集で応募多数の場合は、第２次募集を行わないことがあります。

福島県で暮らし、働きたいあなたの奨学金返還を支援します福島県で暮らし、働きたいあなたの奨学金返還を支援します！福島県で暮らし、働きたいあなたの奨学金返還を支援します！
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ご相談は予約制です！

☎０２４６－３５－５６７０
登記相談に関する事務

◆取扱事務
登記申請に関する事務
・ 不動産登記事務の受付等（会社に関する事務は除く）

証明書等に関する事務の受付
・登記事項証明書（成年後見を除く）
・地図の写し等・印鑑証明書
※各種証明書等は、後日、郵送されます。
※ 収入印紙及び郵便切手は、お近くの郵便局でお買い求
めください。

※お住まいの近くの法務局でも相談できます。

 いわき地方合同庁舎内において通常業務を行っています。

◆日　時：毎月第１・第３木曜日
午前１０時から午後３時まで

◆場　所：双葉郡富岡町小浜５５４番地７
富岡出張所庁舎（双葉地方会館のとなり）

福島地方法務局富岡出張所   出張窓口の開設

◆日　　　時：

◆場　　　所：

◆参　加　費：
◆参加申込み：

◆内　　　容平成２９年１０月２２日（日）
１０：３０～１５：００
ビッグパレットふくしま　
展示ホールＣ、屋外展示場
無料
１０月１５日（日）まで

①講演会：「人生はいつも「今」から
～夢を追い続ける心とからだ～」

　講　師：三浦　雄一郎氏
　　　　　（プロスキーヤー、登山家）

【申し込み・問い合わせ先】
いきいき県民フェスティバル事務局
（株式会社ライト・エージェンシー内）

☎０２４－５２１－２５５０
（受付時間９時 ～１７時）※土日祝日は除く

福島県からのお知らせ
　福島県では、県民の皆さまが主体となった介護予防活動

の活発化のため、住民の方ご自身が運営する体操などの通

いの場や、町内会における地域支え合い活動等の先駆的な

実践事例を紹介し、介護予防の普及啓発を図ることを目的

とし、下記のとおり「健康長寿いきいき県民フェスティバル」

を開催いたします。皆さまのご参加をお待ちしております。

② 社会参加と介護予防に取り組むグループに
よる活動報告及び知事表彰

③介護予防に関する各種体験、相談

④ニュースポーツ体験

⑤健康応援メニュー飲食コーナー

◇日　時：
◇参加費：
◇会　場：

１０月４日（水）午前１１時３０分 ～（１１時１５分受付開始）
２,５００円（昼食代）
チャイニーズレストラン滬（ふう）
（プレジデントホテル水戸１２階）
住所：茨城県水戸市城南２－２－２
ＪＲ常磐線　水戸駅南口より徒歩５分
常磐自動車道　水戸ＩＣより約２５分

※双葉町民、浪江町民以外の方も参加できます。

　下記日程で双葉町民と浪江町民の皆さんを中心とした昼食交流会
を計画しています。皆さまのご参加をお待ちしています。

【申し込み・問い合わせ先】双葉町復興支援員（ふたさぽ）秋元・飯嶋
☎ ０７０－５５５０－７６４５

◇申込締切：９月１５日（金）［※定員になり次第締め切ります］

共催：双葉町復興支援員
浪江町復興支援員

茨城県にお住まいの双葉町民の皆さまへ茨城県にお住まいの双葉町民の皆さまへ

ピ
ン
ク
色
の
ホ
テ
ル

契
約
駐
車
場
を
ご
利

用
の
場
合
、
３
時
間

ま
で
無
料

地 図

予約先

茨城県にお住まいの双葉町民の皆さまへ
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個人版私的整理ガイドラインのご案内（福島財務事務所）

【問い合わせ先】 一般社団法人個人版私的整理ガイドライン運営委員会
コールセンター　☎ ０１２０－３８０－８８３
福島支部　☎ ０２４－５２６－０２８１　（受付時間：平日９時 ～１７時）

　東日本大震災により被害を受けられた皆さまへお知らせです。ガイドラインを利用することにより、
震災前からの住宅ローンなどが免除されます。※債務の免除には、一定の要件を満たす必要があります。

　利用するメリットとして

（１）生活再建に必要な資産（５００万円（上限）・義援金等）は手元に残せます。

※ 詳しい内容は、下記に問い合わせください。

富岡町内における簡易裁判所の手続案内について

１　日　時：
２　場　所：

毎月第１、第３木曜日　午前１０時３０分から午後３時まで
福島地方法務局富岡出張所庁舎内

【問い合わせ先】 郡山簡易裁判所 ☎０２４－９３２－５６９７

裁判所では、次のとおり、富岡町内において、手続案内及び受付事務を実施しています。

手続案内・受付事務３　内　容：

（２）弁護士などの登録専門家が手続きをサポートします。また、国の補助により弁護士費用
はかかりません。

（３）債務整理したことは個人信用情報として登録されません。

◇日　時：
◇参加費：
◇会　場：

　１０月に「千葉ひまわり会」の交流会を計画しています。

皆さまのご参加をお待ちしています。

【申し込み・問い合わせ先】
・千代田　信一（羽鳥）
　（１９時以降にご連絡ください）

☎０９０－９４２２－０５９３

・双葉町復興支援員（ふたさぽ）秋元
☎０７０－５５５０－７６４５

・松浦　トミ子（鴻草）☎０９０－３３３４－３９８４

千葉ひまわり会

１０月３０日（月）１１時００分 ～
２,５００円前後（予定）（昼食代）
「つくみ」
柏高島屋ステーションモールＳ館専門店　７階
・ＪＲ・東武線　柏駅　西口より徒歩１分

※定員になり次第締め切りとさせていただきます。
※双葉町以外から避難している方もご参加いただけます。
※ご不明な点などがあれば、お気軽にお電話ください。

千葉県及び近隣地域にお住まいの
双葉町民の皆さまへ

◇申込締切：１０月１３日（金）

※御不明な点は、お気軽にお問い合わせください。

・ 訴状、調停申立書、支払督促申立書など福島富岡簡易裁判所の管轄に属する民事事件
の受付
　なお、受付後の事件処理は、郡山簡易裁判所で行います。

・ 建物の明渡し、お金の貸し借りや交通事故の損害賠償など、簡易裁判所で扱うことの
できる民事事件手続の概要や申立方法の案内
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双葉町社会福祉協議会
～ ９月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）
北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野内小原田 8－1） ☎ 080 －6033 －1196（小林） 毎週　木曜日 13:30 ～ 15:00

郭内第一応急仮設住宅 A4－2
（白河市郭内 151－41） ☎ 080 －6290 －5930（小泉） 毎週　火曜日 10:00 ～ 11:30

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1） ☎ 024 －973 －5291（開発） 毎週　水曜日 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康体操、健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備しますので事前に申し込みをお願いします。

白河市中央老人福祉センター
（白河市北中川原 313 番地） ☎ 080 －6290 －5930（小泉）   9 月 12 日（火） 10:00 ～ 14:00

町民交流施設「せんだん広場」
（郡山市御前南２丁目 73） ☎ 024 －973 －5291（開発）   9 月 25 日（月） 10:00 ～ 14:00

いわき市勿来市民会館
（いわき市錦町上川田 21） ☎ 0246 －38 －7105（渡辺）   9 月 26 日（火） 10:30 ～ 14:30

◆ 消防署からのお知らせ ◆ 台風からの被害を低減するために
　９月は台風が多い時期です。毎年台風による被害が全国各地で報告されています。今回は台風被害を
少しでも低減するためのポイントを紹介します。

台風の被害により怪我をされたり、最悪の場合は死に至ることもあります。
これらのポイントに注意をして安全にお過ごしください。

平成２９年度全国統一防火標語「火の用心　ことばを形に　習慣に」

Point１ 非常用品を備蓄しておく。
Point２ 近隣の建物や道路を知る。
Point３ 最新の台風情報を確認する。
Point４ 家の周りを再点検する。
Point５ 用水路、海岸の見回りはやめる。
Point６ 不要な外出は控える。

・浪江消防署　☎０２４０－３４－７３６０
・富岡消防署　☎０２４０－２５－２１１９

＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は
１１９番

台風情報
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全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

　

あ
る
夏
の
日
の
朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
朝
早
く
田
圃
の
土
手

を
草
刈
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
野
鳥
が
飛
び
立
っ
て
行
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
カ
ル
ガ
モ
で
し
た
。
驚
い
て
草
刈
り
機

の
歯
の
下
を
見
る
と
そ
こ
に
は
卵
が
ち
ょ
う
ど
十
個
あ
っ
た
の

で
、
大
事
に
持
ち
帰
り
家
内
に
見
せ
ま
し
た
。
す
る
と
す
ぐ
に

小
高
町
の
甥
に
連
絡
し
「
チ
ャ
ボ
鳥
」
を
貸
し
て
く
れ
る
よ
う

に
頼
み
、甥
は
す
ぐ
に
チ
ャ
ボ
鳥
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
ボ
鳥
は
卵
を
見
る
と
抱
卵
す
る
特
徴
が
あ
る
の
で
、
そ
の

ま
ま
大
事
に
卵
を
抱
い
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

約
三
週
間
で
九
羽
の
雛
が
産
ま
れ
、
餌
付
け
に
は
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
当
時
観
賞
用
の
金
魚
を
飼
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
金

魚
の
餌
を
水
に
浮
か
べ
て
与
え
餌
付
け
に
は
成
功
し
ま
し
た
。

　

成
長
に
従
い
鶏
の
餌
に
徐
々
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
産
毛
も

生
え
変
わ
り
ふ
化
後
30
日
ほ
ど
で
体
型
も
親
鳥
と
同
じ
く
ら
い

に
成
長
し
、
自
己
主
張
も
激
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
前
田
川

の
中
浜
橋
上
流
側
堤
防
か
ら
放
鳥
し
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
続
け
て
３
年
く
ら
い
カ
ル
ガ
モ
と
の
付
き
合
い
を
体
験

い
た
し
ま
し
た
。

　

次
の
年
も
同
じ
よ
う
に
朝
の
草
刈
り
で
カ
ル
ガ
モ
の
卵
を
見

つ
け
ま
し
た
。
当
時
の
農
協
職
員
の
方
か
ら
孵
卵
器
を
お
借
り

し
て
育
て
ま
し
た
。
孵
卵
器
で
の
孵
化
で
す
と
最
初
に
出
会
っ

た
家
内
を
親
鳥
と
認
識
し
懐
い
て
大
変
可
愛
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
次
の
年
は
孵
卵
器
を
購
入
し
て
育
て
ま
し
た
の
で
、
今
で

は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
中
野
地
区
で
有
機
農
業
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
た
農
家
で
は
、
合
鴨
の
群
れ
を
水
田
の
除
草
に
利
用
し

て
有
機
米
を
生
産
し
、
独
自
の
販
売
ル
ー
ト
を
開
拓
し
有
機
米

を
供
給
す
る
な
ど
、
彼
の
発
想
と
実
行
力
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
水
稲
の
肥
料
に
は
金
肥
を
一
切
使
わ
ず
、
鶏
糞

と
お
が
く
ず
や
籾
殻
な
ど
を
混
合
し
発
酵
さ
せ
た
も
の
で
し
た
。

　

震
災
で
有
機
米
の
栽
培
も
中
断
と
な
り
残
念
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
あ
の
風
景
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
遠
い
、

遠
い
夏
の
日
の
思
い
出
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
瞼
に
浮

か
ぶ
の
で
す
。

・
文（

七
月
）

の
月　

亡
き
兄
偲
ぶ　

軍
事
便

・
土
用
波　

弁
天
様
の　

基あ

し礎
洗
い

・
細
波
に　

挑
む
幼
の　

顔
と
声

・
さ
ん
ざ
め
く　

広
場
に
ぎ
わ
し　

夏
祭
り

・
遠
く
聞
く　

囃
し
太
鼓
に　

故く

に郷
の
味

・
朝
顔
の　

花
の
生
命
は　

短
く
も

　
　
　
　
　

次
季
咲
く
種
を　

確
々
宿
せ
り

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

（平成 29年７月31日現在）

・福島県内に避難されている方 4,069人
2,870人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から
死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し
ています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

人のうごき７月分 敬称略

野
鳥
カ
ル
ガ
モ
の
思
い
出

【
随
想
】 

古
室　

仁
（
浜
野
）

氏　名 生年月日 保護者 行政区

木
き む ら

村　日
に こ

咲 7 月 12 日 正道・久美子 郡　山

山
やまぐち

口　泰
たいせい

生 7 月 20 日 哲史・みのり 長塚一

阿
あ べ

部　文
ふ み か

香 7 月 28 日 克也・由紀子 三　字

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

佐々木　毅 ９５ 6 月 29 日 山　田

長谷川清一 ６９ 6 月 30 日 羽　鳥

井戸川幸雄 ８９ 7 月   3 日 新　山

瀧澤　重代 １００ 7 月 12 日 下長塚

半谷　　進 ７３ 7 月 19 日 長塚一

田中　富雄 ８３ 7 月 22 日 浜　野
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち
双
葉
町
民

は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分
か
れ
て
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の

皆
さ
ん
の
避
難
先
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た

だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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「
疎
開
」
に
始
ま
り
「
避
難
」
に
終
わ
る

　

昭
和
15
年
に
東
京
で
生
ま
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
戦
況
悪
化
に
よ
り
、
昭
和
20
年
、
母
た
ち
の
故
郷

で
あ
り
、伯
父
が
創
業
し
た
東
京
理
化
工
業
所
（
現
・

オ
ノ
ダ
精
機
㈱
）福
島
工
場
が
あ
る
新
山
町（
当
時
）

に
疎
開
し
、
双
葉
町
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

進
学
に
よ
り
一
時
町
を
離
れ
、
大
学
卒
業
後
、

同
社
に
勤
務
し
双
葉
町
に
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

い
わ
き
市
出
身
の
妻
と
結
婚
し
家
庭
を
持
ち
、
子

ど
も
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
疎
開
か
ら
約
66
年

後
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
で
故
郷
の
生
活
に
終

止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

避
難
と
教
育
環
境

　

昭
和
59
年
に
町
教
育
委
員
の
任
命
を
受
け
、「
地

域
の
人
づ
く
り
」
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

平
成
21
年
、
工
場
長
を
最
後
に
仕
事
を
引
退
し
て

か
ら
は
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
故
郷
へ
の
恩
返

し
と
い
う
思
い
で
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
職
務

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

被
災
当
時
、
平
成
18
年
か
ら
昨
年
ま
で
教
育
委

員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
た
め
、
避

難
後
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
が
課
題
で
し
た
。
４
月
初
旬
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
や
受
入
先
の
教
育
委
員
会
等
か
ら
、

児
童
・
生
徒
の
転
編
入
学
の
連
絡
が
入
り
始
め
ま

し
た
が
、
混
乱
の
中
と
は
い
え
、
町
と
し
て
有
効

な
対
策
を
打
て
ず
申
し
訳
な
い
と
思
う
一
方
、
安

堵
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
月
末
に
は
教
育
委
員
会
会
議
を
開
催

し
、
転
入
先
校
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、
避
難
所
に
お
け
る

学
習
環
境
や
安
全
確
保
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
人
の
つ
な
が
り
」
の
あ
り
が
た
さ

　

故
郷
を
離
れ
首
都
圏
を
転
々
と
す
る
中
、
子
ど

も
た
ち
や
避
難
先
地
域
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
加
須
市
の
避

難
所
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
ご
訪
問
さ
れ
た
際
、

直
接
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、
胸

が
熱
く
な
る
よ
う
な
思
い
で
し
た
。

　

現
在
、東
京
都
内
に
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、日
々

の
生
活
に
お
い
て
も
「
人
の
つ
な
が
り
」
の
あ
り

が
た
さ
を
常
々
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
重
視
の
復
興
施
策
を

　

オ
ノ
ダ
精
機
の
創
業
者
で
あ
る
伯
父
小
野
田
忠

博
士
は
、
欧
米
留
学
で
見
聞
を
広
め
、
常
識
に
と
ら

わ
れ
ず
、
そ
れ
ま
で
に
は
な
い
革
新
的
技
術
を
発
明

し
、
故
郷
に
産
業
と
雇
用
を
創
出
し
ま
し
た
。

　

原
発
事
故
の
惨
禍
は
「
未
曾
有
の
事
態
」
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
復
旧
復
興
に
は
こ
れ
ま
で
の
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い
「
革
新
的
手
法
」
が
不
可
欠
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
施
設
等
の
ハ
ー
ド
づ

く
り
と
並
行
し
て
、
人
づ
く
り
を
基
盤
に
し
た
ソ
フ

ト
重
視
の
姿
勢
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
人
づ
く

り
に
は
長
い
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
将
来
世
代
が

故
郷
へ
の
希
望
を
見
い
出
す
こ
と
を
見
据
え
た
復
興

施
策
へ
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　東京都渋谷区

（新山）

岡村 隆夫さん

おかむら        たかお

妻・伊那子さんとともに妻・伊那子さんとともに妻・伊那子さんとともに
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病
院
で
遭
遇
し
た
大
地
震

　

昔
か
ら
「
悪
い
こ
と
は
重
な
る
」
な
ど
と
い
い

ま
す
が
、震
災
当
日
は
そ
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
11
日
、
午
前
中
に
浪
江
町
在
住
の

孫
（
次
男
夫
婦
の
長
男
）
が
南
相
馬
市
立
総
合
病

院
に
入
院
し
た
と
連
絡
を
受
け
、
昼
過
ぎ
頃
、
同

院
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

孫
は
し
ば
ら
く
入
院
が
必
要
な
も
の
の
、
大
事

に
至
る
可
能
性
は
低
い
と
分
か
り
安
心
し
た
直

後
、
大
地
震
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
病
院
の
建
物
が

地
震
で
壊
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
揺
れ
が
長
く
続
く
中
、
本
当
に
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

ま
る
で
「
紆
余
曲
折
の
逃
避
行
」

　

病
院
を
出
て
道
路
を
迂
回
し
な
が
ら
帰
宅
し
ま

し
た
が
、
自
宅
に
両
親
と
妹
の
姿
は
な
く
、
町
内

の
避
難
所
で
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
避
難
指

示
に
よ
り
町
を
離
れ
ま
し
た
。

　

店
を
開
け
て
い
た
伊
達
屋
で
給
油
し
て
も
ら

い
、
国
道
288
号
線
を
西
に
向
か
い
ま
し
た
が
沿
道

の
避
難
所
は
す
で
に
満
員
で
入
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
知
人
を
頼
っ
て
会
津
若
松
市
に

向
か
い
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
双
葉
町
の
具

体
的
な
動
き
が
分
ら
ず
、
川
俣
町
を
経
て
埼
玉
県

に
県
外
避
難
す
る
こ
と
以
外
、
詳
し
い
情
報
が

入
っ
て
こ
な
い
た
め
、
３
月
下
旬
に
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
向
か
い
、
４
月
１
日
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
旧
騎
西
高
校
に
移
り
ま
し
た
。

「
仮
の
町
」
に
希
望
を
持
っ
た
が

　

旧
騎
西
高
校
に
移
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
柔

道
場
で
の
生
活
に
な
り
ま
し
た
。
柔
道
場
は
畳
敷
き

た
め
固
い
床
よ
り
快
適
で
し
た
が
、
床
下
に
バ
ネ
が

入
っ
て
い
る
た
め
、
立
ち
あ
が
っ
た
り
歩
い
た
り
し

た
だ
け
で
も
揺
れ
る
の
に
は
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
23
年
10
月
に
羽
生
市
内
の
雇
用

促
進
住
宅
に
移
り
ま
し
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

囲
ま
れ
た
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
に
は
息
苦
し
さ
の
よ

う
な
も
の
を
感
じ
る
日
々
で
し
た
。

　

避
難
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
原
発
事
故
で
避
難

し
た
双
葉
郡
各
町
村
が
ま
と
ま
っ
て
生
活
で
き
る

「
仮
の
町
」
の
設
置
に
希
望
を
持
ち
ま
し
た
が
具

体
化
へ
の
道
筋
が
見
え
ず
、
自
宅
の
あ
る
地
区
が

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
予
定
地
に
な
る
な
ど
し
た
た

め
、
福
島
県
内
へ
の
帰
還
を
諦
め
て
、
一
家
が
落

ち
着
い
て
生
活
で
き
る
と
こ
ろ
を
探
し
、
加
須
市

内
に
中
古
住
宅
を
買
い
、
平
成
25
年
秋
に
移
り
住

み
ま
し
た
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り

　
「
故
郷
の
行
政
区
・
避
難
者
自
治
会
・
避
難
先

自
治
会
」
と
い
っ
た
３
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
加

入
し
て
い
る
と
い
う
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私

の
場
合
、
故
郷
へ
の
帰
還
が
で
き
な
い
た
め
、
避

難
者
自
治
会
と
避
難
先
自
治
会
に
重
き
を
置
い
て

い
ま
す
。
現
在
、
双
葉
町
埼
玉
自
治
会
で
は
事
務

局
会
報
担
当
と
し
て
、
年
４
回
発
行
す
る
会
報
の

編
集
と
発
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●避難先●
　埼玉県加須市

（郡山）

渡邉 壽　 さん
わたなべ     としひろ

双葉町埼玉自治会にて双葉町埼玉自治会にて双葉町埼玉自治会にて
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あ
ま
り
記
憶
に
な
い
被
災
時
の
混
乱

　

両
親
や
ま
わ
り
の
大
人
た
ち
か
ら
「
当
時
通
っ
て

い
た
ま
ど
か
保
育
園
で
、
お
昼
寝
中
に
大
き
な
地
震

（
東
日
本
大
震
災
）
が
起
き
た
」
と
い
う
話
を
聞
い

て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。
震
災
後
、
家
族
で
旧
騎
西
高
校
に
し
ば
ら
く

生
活
し
て
、
加
須
市
立
騎
西
中
央
幼
稚
園
の
年
長

組
に
編
入
し
て
通
園
し
た
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
白
河
市
に
移
り
、
昨
年
３
月
ま
で
西
郷

村
で
生
活
し
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
震
災
や
原
発

事
故
に
つ
い
て
触
れ
る
中
、
自
分
が
生
ま
れ
た
故
郷
・

双
葉
町
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
分
か
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

強
豪
チ
ー
ム
で
も
「
ビ
ッ
ク
リ
」
の
存
在
に

　

物
心
が
つ
い
た
と
き
、
す
で
に
姉
や
兄
が
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
も

無
意
識
の
う
ち
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
幼

い
頃
は
い
た
ず
ら
半
分
で
ラ
ケ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
を

い
じ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

白
河
市
に
移
っ
て
、
震
災
前
か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
を
し
て
い
た
姉
と
兄
が
、
西
郷
村
に
あ
る
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
の
強
豪
ク
ラ
ブ
「
西
郷
ジ
ュ
ニ
ア
」
に

入
団
し
ま
し
た
。
私
も
小
学
１
年
の
と
き
、
同
ク

ラ
ブ
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
に
は
、
大
会
の
上
位
に
入
賞
す
る
メ
ン

バ
ー
が
沢
山
い
ま
す
が
、
小
学
２
年
の
と
き
県
大
会

で
ベ
ス
ト
８
で
東
北
大
会
に
出
場
、
小
学
４
年
の
と

き
に
は
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
始
め
て
か

ら
短
期
間
で
そ
う
し
た
成
績
を
出
し
た
こ
と
に
周
り

の
人
か
ら
と
て
も
驚
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
に

と
っ
て
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
好
き
で
、
強
い
選
手

を
相
手
に
す
る
と
挑
戦
し
た
く
な
る
性
格
が
重
な
っ

て
い
る
だ
け
で
、
ラ
ン
キ
ン
グ
に
追
い
か
け
ら
れ
て

い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
じ
双
葉
郡
で
の
生
活

　

双
葉
町
に
近
く
、
母
の
実
家
が
あ
る
広
野
町
に

家
を
建
て
、昨
年
春
に
移
り
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

避
難
を
始
め
て
か
ら
、
海
が
な
い
場
所
で
の
生
活

だ
っ
た
た
め
、
水
平
線
か
ら
太
陽
が
昇
る
様
子
や

夏
で
も
涼
し
い
海
風
が
入
る
こ
と
は
と
て
も
気
持

ち
が
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
広
野
町
へ
の
転
居

に
よ
り
、
小
学
校
は
広
野
小
学
校
に
転
校
し
、
ク

ラ
ブ
は
い
わ
き
市
の
「
は
ま
と
も
ジ
ュ
ニ
ア
」
と

広
野
町
の
「
み
か
ん
ク
ラ
ブ
」
の
両
方
に
入
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
末
、
滋
賀
県
長
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
34

回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
団
体
は
９
位
で
入
賞
し
、
個
人

で
は
ベ
ス
ト
32
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
、
中
学
生
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

自
宅
近
く
を
国
道
６
号
が
通
っ
て
い
て
、
こ
の

道
の
先
に
は
、
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
双
葉
町

が
あ
り
ま
す
。
将
来
、
環
境
が
改
善
し
た
と
き
に

は
、
故
郷
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　双葉郡広野町

（長塚一）

坂本 朱羽さん

さかもと          すう

練習に利用している広野町テニスコートにて練習に利用している広野町テニスコートにて練習に利用している広野町テニスコートにて
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－ 

編
集
後
記 

－

　私の将来の夢は、ディズニーのキャストになることです。家族で遊
びに行ったときの出来事がきっかけでした。買ってもらったぬいぐる
みをなくしてしまい探していると、キャストのお姉さんが見つけてく
れ、泣いていた私にとてもすてきな言葉をかけてくれました。おかげ
でその後も楽しく過ごすことができて、また来たいなと思わせてくれ
ました。今でもそのことはよく覚えているので、素敵な職業だなと思
いました。
　私もそんなお姉さんのようにすてきな人になって、私が感じたよう
にまた来たいなと思ってもらえるようなキャストになりたいです。そ
のためにも、もっとたくさんのことにチャレンジして、いろんな経験
を生かせるように頑張りたいです。

集まれ！ふたばっ子２０１７に参加
した（左から）見目玲海さん（山田）、
大井川友理さん（新山）、青田このか
さん（下条）の笑顔です。

（両竹）いわき市立泉小学校　６年　　　　　　　さん志
し が

賀　由
ゆ う き

季

　

し
の
ぎ
や
す
い
日
が
多
く
な
り
、
よ
う
や
く
夏
か
ら
秋
へ
と
移
り
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
大
橋
イ
チ
ノ
さ
ん
の
賀
寿
式
で
ひ
孫
の
大
橋
慧
太
く

ん
が
イ
チ
ノ
さ
ん
へ
花
束
を
渡
し
て
い
る
場
面
で
す
。
花
束
を
受
け
取
っ

た
イ
チ
ノ
さ
ん
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
言
葉
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝

の
言
葉
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
家
族
に
囲
ま
れ
て
百
歳
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

７
月
中
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
一
つ
に
「
集
ま
れ
！
ふ
た
ば
っ
子
２
０
１
７
」
が
あ
り
ま
し
た
。
震
災

当
時
、
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
子
が
小
学
校
高
学
年
や
中
学
生
に
な
り
、

更
に
は
震
災
の
年
に
生
ま
れ
た
子
が
１
年
生
と
な
り
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
時
間
の
経
過
に
驚
く
と
同
時
に
、
双
葉
の
子
と
い
う
意
識
を
こ
の
先

も
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
12
日
の
い
わ
き
市
を
ス
タ
ー
ト
に
、
町
政
懇
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
直
接
お
聞
き
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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